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東京福祉大学 社会福祉学部 (伊勢崎キャンパス )
〒372-0831 伊勢崎市山王町2020-1
（2015年6月3日受付、2015年9月10日受理）
抄録 : 特別養護老人ホームで車いすを自操している入居者の、車いすの自操についての思いを調査した。対象者は認知症
がないか、あっても軽度で会話による意思の疎通が可能な人（49名）であった。そして、「車いすを押してほしいと思う」こ
とに影響を与える要因や、車いすの自操に関する言動の違いによる入居者の特性を明らかにし、残存機能を活用した生活
支援について考察した。「車いすを押してほしいと思う」ことには、ケアプランの理解、誰かにそばにいてほしい、無理を
しないでいられる、自操の遂行度、疲労が影響していた。また、職員に「車いすを押してほしい」と言う人は、依存的傾向が
高く、無理をしないでいられると感じていないという傾向があった。本結果は、残存機能を活用した生活支援を実践する
うえで、ケアプランの十分な説明や日常生活の中で感じる寂しさや安心感、自操の遂行度、疲労への配慮が必要であること
を示唆している。
（別刷請求先 : 山下喜代美）
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緒言
高齢者ケアについては、介護保険法や特別養護老人ホー
ム（以下、特養）の設置及び運営に関する基準において自立
支援が謳われている。また、厚生労働省老健局内の高齢者
リハビリテーション研究会の第7回資料（2004）の中では、
特養が事実上「終の住処」であること、人生最後の生活の場
における自立支援、生活の質の確保、尊厳の保持、特養にお
ける機能訓練の必要性、リハビリテーションを継続するた
めの心のケアの重要性が示されている。
現在、特養において自立支援として残存機能を活用した
生活支援が実施されている。そのような中で、車いすを
自操している入居者が「車いすを押してください」と介護
職員に声をかけ、介護職員からは「自分でできるから頑張っ
てください」と返答される場面を見かけることもある。
自立支援や残存機能を活用した生活支援の視点から考えれ
ば、この返答に間違いはない。しかし、「車いすを押してく
ださい」と介護職員に言うことの背景にある入居者の思い
は、どのようなものなのだろうか。
身体障害をもつ施設入居高齢者の自立を目指す支援につ
いて沖中（2006）は、身体を自由に動かせない高齢者ができ
ない自分を思い知らされ自己無力感を生むという負の連鎖
について述べている。また高齢者について長嶋（2003）は、
高齢化、病弱化が進むと、自発性を失い、感情の鈍磨、消極
的で受動的な発言が多くなると述べている。様々な原因に
より要介護状態となった特養入居者が、残存機能を活用し
て車いすを自操する中で「車いすを押してください」と介
護職員に言うことにもこのような背景があると思われる。
特養入居者の“思い”に関する研究では、そこで暮らす気
がかりや心配事の内容に関するもの（流石・伊藤 , 2008）や、
そこでの生活に対する思い（藤巻ら , 2007）など、施設での
生活全般に対する思いなどの研究があり、そこから入居者
への関わり方が示唆されている。また施設で生活している
高齢者の作業と生活満足感（小林・宮前 , 2002）やQOLとそ
の関連要因（流石・伊藤 , 2007）などといったQOLを高める
ための生活要因などの報告がなされている。特養でのリハ
ビリテーションに関する研究では、特養でのリハビリテー
ションの取り組みや今後の課題（林・黒澤 , 2006；佐々木・
王 , 2008）などの報告がある。しかし、入居者自身が残存機
能を活用して日常生活動作を行うことに関する本人の主観
的な思いに関する研究は見当たらない。
そこで本研究は、特養入居者の残存機能を活用した日常
生活動作として、車いすを自操することを対象とし、「車い
すを押してほしいと思うこと」に焦点をあててその思いに
影響を与える要因を明らかにすることを目的に実施した。
また、車いすの自操に関する言動の違いによる入居者の特
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性を明らかにすることで、残存機能を活用した生活支援の
あり方についての示唆を得ることも目的とした。残存機能
を活用した日常生活動作としては、排泄動作、入浴動作等
様々なものがある。しかし排泄動作では機能性尿失禁を防
ぐために入居者が自分で行うことができても介助を受けて
いることもある。また、入浴動作では、浴室の滑りやすい
環境や湯冷め等が考慮され、浴室内での移動や更衣が自分
でできても介助を受けていることもある。その点車いすの
自操は、車いすに座っているので転倒のリスクが少ない。
従って、他の日常生活動作に比べて、できることは自分で
行うという残存機能の活用が実践されていると考えた。
特養入居者は、何らかの障害を持ちながらそこを終の住
処として生活している。車いすを自操することについての
本人の主観的な思いを知ることは、人生の終末期における
残存機能を活用した生活支援のあり方や、自立支援の目的
である生活の質の向上を考える上で意義があると考える。
残存機能を活用しながら日常生活を送る入居者への支援と
して、「自分でできるから頑張ってください」以外の返答も
必要ではないかと考える。
研究方法
1．研究対象
対象者は特養（従来型）に入居し、それぞれの身体機能に
より移動には車いすを使用し、その車いすを自分で操作し
て移動している人である。また、認知症はないかあっても
軽度とし、会話による意思の疎通が可能な人として、施設
に対象者の選定を依頼した。依頼した施設はT大学の介護
実習施設（G県東毛・西毛地区、S県北部）27施設で、このう
ち同意の得られた施設は20施設であった。
施設から対象者として選定された入居者は69名であっ
た。しかし、面接調査時に質問内容が理解されず回答が得
られなかった者は除外した。また、対象者の質問の理解と
回答の信頼性を担保するために、面接調査の最後に認知機
能評価を実施した。対象者への認知機能評価は、改訂長谷
川式簡易認知能評価（以下HDS-R）とキツネ・ハト模倣テス
トである。
施設の職員には、自操状況の把握とともに認知機能障害
分類（以下CPS）を依頼した。その上でHDS-Rが20点以上、
CPSが0～2、山口式キツネ・ハト模倣テスト両方可能のい
ずれかを満たす者を対象者とし、それ以外の者は対象者か
ら除外した。その結果、有効回答者は49名となった。
なお、“車いすの自操”は、日常生活における移動手段に
車いすを使用して、その車いすに座りハンドリムを自分で
操作して移動することとした。
2．調査期間
平成25年5月～9月であった。
3．調査方法
質問紙を用いた他記式面接調査を行った。なお面接調
査は研究者一人で行った。面接は、対象者のベッドサイド、
食堂などのホール、談話コーナーなどで実施した。面接時
は、近くに他の入居者や職員がいないように配慮した。
4．調査内容
①車いすの自操についての思いと自操の状況
本人の思いとして、「車いすを押してほしいと思うこと
があるか」、「車いすを押してほしいと職員に言うことがあ
るか」を本人への質問内容とした（4件法）。また入居者の
自操状況を把握するために、入居者は普段どのくらい自操
しているかを職員に質問した。
②車いすを自操することの入居者自身の認識
車いすを自操することを本人がどのように認識してい
るのかを把握するために、小林・宮前（2002）の作業質問紙
を一部改変した調査用紙から、遂行度、興味、価値、有能感
の質問を取り入れた。また、身体障害を持つ人に用いるた
めに開発されたNIH活動記録（ACTRE:Activity Record）
を参考にして、車いすの自操による痛みと疲労感について
の質問を取り入れた（5件法）。これは、Kielhofner（2002）
によると、毎日の活動の遂行にどのような影響を及ぼして
いるかに関する情報をもたらすとされている。質問は
「車いすを自分で操作すると体のどこかに痛みを感じるこ
とがあるか」、「車いすを自分で操作すると疲れを感じるこ
とがあるか」である。
③意欲
入居者の日常的な意欲を把握するために、吉沢・奥住
（2009）により「Vitality」と命名された第一因子の中から、
負荷量の高い「私は自分が生き生きしていると感じる」、
「私には活力と活気がある」と、また対象者の答えやすさを
考慮して、「物事に対してどうもやる気が起きない」の3項
目を使用した（4件法）。さらに、自立についての意欲を知
るために「あなたは自分でできることは、なるべく自分で
やりたいと思いますか」の質問を追加した（4件法）。
④依存
入居者の依存的傾向を把握するため、竹沢・小玉（2004）
による対人依存欲求尺度と長嶋（2003）による高齢者の
依存的行動を参考にして「いつも誰かにそばにいてほしい
と思う」、「いつも自分に注意をむけていてほしいと思う
（見守っていてほしい）」、「いつも誰かに手助けしてもらい
たいと思う」の質問を作成した（4件法）。
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⑤居場所の安心感
入居者が施設を自分の居場所として安心感を感じてい
るかを把握するために、杉本・庄司（2006）による「居場所」
の心理機能測定尺度である『被受容感』を測定する質問か
ら、「自分を本当に理解してくれる人がいる」、「悩みを聞い
てくれる人がいる」、「自分は大切にされている」、また『精
神的安定』を測定する質問から、「満足する」、「無理をしな
いでいられる」、「自分らしくいられる」、「安心する」を使用
した（4件法）。
質問紙は、前述の尺度等から特養入居者の答えやすさ等
を考慮し抜粋して作成した。また尺度のすべての質問内容
を使用しなかったのは、多くの質問数では調査に時間がか
かり対象者が疲労を感じてしまうと危惧したからである。
5．倫理的配慮
施設と対象者に対して、紙面と口頭により研究の趣旨、
匿名性、プライバシーの保護、研究目的以外で調査結果を
使用しないこと、調査の途中であっても協力を中断するこ
とができること、中断しても不利益を受けないことを十分
に説明した。その上で紙面による同意を得た。なお、本研
究は放送大学研究倫理委員会の承認を得ている。
6．分析方法
①尺度を用いた質問項目の合計点としての処理
「意欲」、「依存」、「居場所の安心感」について、それぞれの
質問項目を合計点で処理することの妥当性を判断するため
に信頼性の分析を行った。
②「車いすを押してほしいと思う」ことへの関連要因
「車いすを押してほしいと思う」ことには、どのような
要因が関係しているのかを知るために、クロス表による
Pearsonのχ2検定を行った。そして、結果で有意な偏りが
認められた項目を独立変数とし、「車いすを押してほしいと
思う」を従属変数としたロジスティック回帰分析を行い、
オッズ比を求めた。本来であればこの回帰式により、各項
目の相対的な影響の強さがわかるが、今回は対象者が49名
であったため、有効な回帰式を求めることはできなかった。
そこで独立変数ごとにロジスティック回帰分析を行い、
オッズ比を求めることとした。
各質問項目のデータはあり・なしの2値、「意欲」、「依存」、
「居場所の安心感」の項目のそれぞれの合計点は 3値
（高・中・低）に加工した。「意欲」、「依存」、「居場所の安心感」
の合計点の3値は、それぞれの度数が約30%となるように
割りつけた。
③車いすを押してほしいと言う人の特性
対象者を「車いすを押してほしいと職員に言う」、「言わ
ない」、「押してほしいと思わない」の3群に分けて質問項目
の多重比較を行った。
分析には、SPSS Statiistics20、エクセル統計2012を使用
した。
結果
1．対象者の概要
対象者の属性を、表1に示す。
2．車いすの自操についての思いと自操状況
「車いすの自操状況」は、すべて自操23名（46.9%）、概ね
自操21名（42.9%）、時々自操4名（8.2%）、ほとんど自操し
ない1名（2.0%）であった。「車いすを押してほしいと思う
ことがあるか」は、ない22名（44.9%）、たまにある11名
（22.4%）、時々ある4名（8.2%）、ある12名（24.5%）であった。
「押してほしいと思うときに、職員に『押してほしい』と言
うことがあるか」では、押してほしいと言う13名（全体の
26.5%）、押してほしいと言わない14名（全体の28.6%）で
表1．対象者の属性
性別 男性　　17（34.7%）
女性　　32（65.3%）
年齢（M±SD） 83.8±7.5
要介護度（M±SD） 3.2±1.0
主な疾患 脳血管疾患 28（57.1%）
循環器疾患  4（ 8.2%）
骨折  2（ 4.1%）
リウマチ  1（ 2.0%）
その他 14（28.6%）
麻痺 あり　　23（46.9%）
なし　　26（53.1%）
HDS-R 20点以上 33（67.2%）
16～19点  9（18.3%）
12～15点  5（10.1%）
拒否  2（ 4.1%）
CPS 障害なし 23（46.9%）
境界的 11（22.4%）
軽度 11（22.4%）
中等度  4（ 8.2%）
山口式キツネハト
模倣テスト
両方可能 18（36.7%）
キツネのみ可能 11（22.4%）
両方不可能  2（ 4.1%）
ハト未実施 18（36.7%）
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あった。「職員に押してほしいと言って、押してもらうこ
とがあるか」では、押してもらうことがある11名（全体の
22.4%）、押してもらうことはない 2名（全体の 4.1%）で
あった。「自分でできることは、なるべく自分でやりたい
と思うか」では、47名（95.9%）が思うと回答し、2名（4.1%）
がやや思うと回答した。
これらの結果から、対象者全員が、自分でできることは、
なるべく自分でやりたいと思っていることがわかる。また
自操状況をみると、90%近くの者が、ほとんどまたは概ね
自操している状況であった。そして、そのような状況の中
で入居者の内面に目を向けると、できることはなるべく自
分でやりたいと思っていても、実際には半数以上の者が、
車いすを押してほしいと思っていた。そのうちの半数の者
は押してほしいと職員に言い、半数の者は職員に言わない
という結果であった。また、生活リハビリ（自立支援）に関
する計画の有無では、「あり」が47名で、「なし」が2名であっ
た。95%の入居者に生活リハビリに関する計画が準備さ
れていることがわかった。
次に、車いす自操の認識についての質問では、「遂行度」
は、非常に良くできる 15名（30.6%）、よくできる 8名
（16.3%）、普通にできる16名（32.7%）、あまり良くできな
い10名（20.4%）、できない0名であった。「興味」は、非常
に好き7名（14.3%）、好き13名（26.5%）、どちらでもない
24名（49.0%）、嫌い2名（4.1%）、非常に嫌い3名（6.1%）で
あった。「価値」では、非常に重要37名（75.5%）、重要8名
（16.3%）、どちらでもない1名（2.0%）、ない方がよい3名
（6.1%）、時間の無駄0名（0%）であった。「有能感」では、我
ながら非常によくやっている14名（28.6%）、よくやってい
る13名（26.5）、普通にやっている22名（44.9%）、無能を感
じる0名、非常に無能を感じる0名であった。
車いすを自操していて感じる「痛み」では、ある11名
（22.5%）、時々ある8名（16.3%）、たまにある6名（12.2%）、
ない 24名（49.0%）であった。「疲労」では、ある 18名
（36.7%）、時々ある9名（18.4%）、たまにある7名（14.4%）、
ない15名（30.6%）であった。
車いすの自操についての本人の認識の「価値」では、90%
の者が重要であると回答していた。「有能感」では、無能と
感じている者はいなかった。「痛み」は、頻度は様々ではあ
るが半数の者に痛みがあり、同様に「疲労」では7割の者が
疲労を感じていた。
「意欲」2項目の合計点（Cronbachのα係数＝0.685）で
は、中央値6、最小値2、最大値8、「依存」3項目の合計点
（Cronbachのα係数＝0.842）は、中央値6、最小値3、最大
値12、「居場所の安心感」7項目の合計点（Cronbachのα係
数＝0.771）では、中央値20、最小値9、最大値28であった。
3．「車いすを押してほしいと思う」ことに影響を与える要因
3-1．要因の選定
「車いすを押してほしいと思う」ことと、その他の調査項
目とのクロス表によるPearsonのχ2検定で有意な偏りがあ
る変数は、「性別」、「ケアプランの説明」、「ケアプランの理
解」、「遂行度」、「疲労」、「誰かにそばにいてほしい」、「注意を
向けていてほしい」「手助けしてもらいたい」「無理をしな
いでいられる」であった（表2）。「無理をしないでいられる」
については、2セル（50.0%）は期待度数が5未満、最小期待
度数が4.04であったため、フィッシャーの直接法の結果に
より有意に偏りがあると判断した。
 
3-2．「車いすを押してほしいと思う」ことへの影響
前述の有意に偏りがあるとなった変数それぞれが「車い
すを押してほしいと思う」に対して、どの程度影響を与え
るのかを確認するため、それらの変数を独立変数として
「車いすを押してほしいと思う」を従属変数としたロジス
ティック回帰分析を行いオッズ比を求めた。
その結果、オッズ比が有意になったものは、「性別」、
「ケアプランの理解」、「誰かにそばにいてほしい」、「無理を
しないでいられる」、「遂行度」、「疲労」であった。表3は、
それぞれのオッズ比である。
表2． 「車いすを押してほしいと思う」ことに影響を与える要因
（Pearsonのχ2検定）
項目
Pearsonの 
χ2値
漸近有意
確率
Fisherの直接法 
（正確有意確率片側）
性別 4.128 0.042
ケアプランの説明 6.566 0.010
ケアプランの理解 5.013 0.025
遂行度 6.347 0.042
疲労 4.141 0.042
誰かにそばにいてほしいと感じる 4.364 0.037
注意を向けていてほしいと感じる 5.013 0.025
手助けしてもらいたいと感じる 3.960 0.047
無理をしないでいられると感じる 5.087 0.024 0.026
表3． 「車いすを押してほしいと思う」ことへの影響度
オッズ比の95%信頼区間
独立変数 オッズ比 下限値 上限値
性別（女性） 3.5000 1.0194 12.0167
ケアプランの理解（していない） 3.8788 1.1540 13.0373
遂行度（よくできない） 11.7000 1.2652 108.2002
疲労（あり） 3.6667 1.0160 13.2329
誰かにそばにいてほしい（思う） 4.3542 1.0322 18.3637
無理をしないでいられる（思わない） 8.8421 1.0101 77.4033
独立変数ごとに行ったロジスティック回帰分析におけるオッズ比
従属変数「車いすを押してほしいと思う」の有無
0＝車いすを押してほしいと思わない　1＝車いすを押してほしいと思う
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4．車いすの自操に関する言動の違いによる入居者の特性
「押してほしいと言う人」の特性を把握するために、質問
項目について3群の差の検定（kruskal-wallis検定とSteel-
Dwassの検定）を行った。各群の割り付けは、1群を「車い
すを押してほしいと思わない人」（22名）、2群を「押してほ
しいと思っているが職員に言わない人」（14名）、3群「押し
てほしいと職員に言う人」（13名）とした。
kruskal-wallis検定で有意に差が認められたものは、
「無理をしないでいられる」（p＝0.027）、「誰かそばにいて
ほしい」（p=0.0164）、「依存」（p=0.0085）であった。この3
項目はSteel-Dwassの検定においても、1群と3群において
「無理をしないでいられる」（p=0.0135）、「誰かにそばにい
てほしい」（p=0.0190）、「依存」（p=0.0026）で有意な差が認
められていた。これらのことから、「押してほしいと思わな
い」群と「押してほしいと職員に言う」群では、「押してほし
いと思わない」群の方が、「無理をしないでいられる」と感
じている。また「押してほしいと職員に言う」群の方が
「誰かにそばにいてほしい」との思いが強いことを示してい
る。依存については、「押してほしいと思わない」群と「押し
てほしいと職員に言う」群では、「押してほしいと職員に言
う」群の方が依存の合計点が高かった（図1）。性別、要介護
度、入居年数、意欲の合計点、居場所の安心感の合計点等に
おいては有意な差は認められなかった。
考察
1．車いす自操についての思いと自操状況
対象者全員ができることはなるべく自分でやりたいと
思っており、車いすの自操について9割の者が「重要である」
と認識していた。そして、施設でのケアプランでは、対象
者の96%に自立支援に関する計画があった。このことは、
自立支援の観点が施設のケアに反映されているということ
と、介護保険法の基本理念である自立支援は入居者の意思
とも合致していることがいえる。
そのような本人の「できることはなるべく自分でやりた
い」との思いがある中で、「車いすを押してほしいと思う」
ことがある人は半数以上になる。しかし、実際に押してほ
しいと職員に言う人はそのうちの半数であった。これは、
「できることは自分でやりたい」、「車いすを自分で操作す
ることは重要である」と認識しているが、自分で行うこと
の身体的な困難さや心理状態等が影響していると考えら
れる。身体面に関しては、痛みと疲労を感じていない人は
わずか7名（14.3%）であり、痛みや疲労を感じながらも
自操している入居者の様子がうかがえる。介護者は、この
ような自分でなるべくやりたいという思いや、それを困難
と感じさせる身体的な状態への理解と配慮が必要である
いえる。今回の調査では、車いすを自操することに関して
の全般的な調査としたため、どのような時に押してほしい
と思うのかや、押してほしいと言う時の状況については
明らかになっていない。このような状況は、対象者の要介
護状態の原因となっている障害や生活状況等の個別性が
かなり反映されると考えられる。そのため詳細な状況に
ついては質的研究の方が望ましいと考えられ、今後の課題
である。
2．「車いすを押してほしいと思う」ことに影響を与える要因
変数ごとに求めたオッズ比をみると、ケアプランを理解
していない人は理解している人に比べて「車いすを押して
ほしいと思う」ことが約3.9倍となる。車いすを自分で
操作することに取り組んでいくためには、利用者自身が
ケアプランの内容を理解することが必要であり、そのため
にケアプランの十分な説明が重要であるといえる。
「誰かにそばにいてほしい」と思う人は、思っていない人
に比べて「車いすを押してほしいと思う」が4.4倍であった。
この質問項目は、長嶋（2003）による依存的行動の「寂しさ
の解消」から作成したものである。寂しさを紛らわすため
に、誰かにそばにいてもらう手段として車いすを押してほ
しいと思っていると考えられる。一原（2005）は、「身体状
態の不調を訴えて頻繁に職員を呼びつける高齢者がいる。
その背景には、病気であればだれもが心配してくれるとい
う、高齢者のさびしい気持ちが隠されていることが多い。
そのような形でしか職員との関係が保てない高齢者がいる
ことは、介護サービスのレベルの低さであると、職員側の
反省が望まれる」としている。このように、車いすを押し
てほしいと思う背景に寂しさが隠されているのであれば、
図1． 車いすを押してほしいと言うか否かによる特性 
（3群の差の検定）
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日常生活の支援の中で、寂しさを軽減できるような関わり
が必要である。
「無理をしないでいられる」は、居場所の心理機能測定尺
度での精神的安定を測定する質問項目である。無理をしな
いでいられると思っている人に比べて、思っていない人は、
「車いすを押してほしいと思う」ことが8.8倍であった。
この精神的安定を、マズローのニード論の安心・安全の欲
求のひとつと考えるならば、この欲求が満たされることで、
自己実現に向けた取り組みが促されると考えられる。この
ことから、残存機能を活用した生活支援を進めるうえでは、
入居者が「無理をしなくてもいい」と感じられるような居
場所づくりも重要であると言える。
遂行度では、「よくできない」と感じている人は、「よくで
きる」と感じている人に比べて、「車いすを押してほしいと
思う」が 11.7倍であった。Kielhofner （2002）によると、
この遂行度は、「活動パターンの意志的特徴に対する洞察を
もたらす」とされている。このことから本人が感じている
遂行度は、行動に影響すると考えられ、入居者自身が、「上
手にできている」と感じられるような声掛けや、自信を持
てるような働きかけによって、入居者自身の行動も変化す
る可能性があると言える。
「疲労」を感じない人に比べて、疲労を感じる人では、「車
いすを押してほしい」は3.67倍であった。この疲労感が「あ
る」と答えた人は、全体の70%であった。しかし自操状況
では、90%近くの者がほとんど自操か概ね自操している状
況であった。介護者は、入居者が疲労を感じていながらも
自操しているという現状を理解する必要がある。
このオッズ比は、あくまでひとつの変数に限っての影響
である。本来であれば、従属変数を「車いすを押してほし
いと思う」として、影響要因となる変数を独立変数とした
ロジスティック回帰分析により回帰式を得ることで、それ
ぞれの変数が影響を及ぼし合う中での影響度が分かる。し
かし、今回は対象者数が49名であったため、有効な回帰式
を得ることができないため、独立変数ごとにロジスティッ
ク回帰分析を行った。独立変数が影響を及ぼし合う中で
は、今回のオッズ比をそのままあてはめることはできない
が、少なからずそれぞれの影響の目安として参考になると
思われる。
本研究の対象者全員が、「できることはなるべく自分で
やりたい」、「自操することは重要である」としながらも、「押
してほしいと思う」ことがあるということであった。介護
者はそのことを十分に理解し入居者の声に耳を傾け、その
複雑な思いに寄り添う姿勢が必要である。また、同時に寂
しさへの配慮や入居者が無理をしなくてもいいと感じられ
るような関わりが重要であると言える。
3．車いすを押してほしいと言う人の特性
本研究では、対象者を「車いすを押してほしいと思わな
い」、「押してほしいと思うが職員に言わない」、「押してほし
いと職員と言う」の3群に分類して差の検定を行った。
その結果、押してほしいと言う人は、誰かにそばにいてほ
しいと感じ、無理をしないでいられると思わない、依存的
というような特性が見えてきた。他の群に比べて、依存的
傾向が高く、「押してほしい」と言う行動につながっている
と解釈できるが、「誰かにそばにいてほしい」、「無理をしな
いでいられると感じていない」ということにも着目する必
要がある。「誰かにそばにいてほしい」は、長嶋（2003）の寂
しさの表れであり、「無理をしないでいられる」は、居場所
の心理機能測定尺度の精神的安定の項目である。居場所の
安心感に関する質問項目の合計点では、有意な差は認めら
れなかったが、無理をしないでいられると感じられるよう
な関わりは、残存機能を活用した生活支援を提供するうえ
で重要であると言える。これは峯尾（2010）のいう高齢者
施設におけるケアでの居場所作りの重要性に通じるもので
あると考えられる。
また「意欲」は、各群の有意な差が認められなかったこと
から、「押してほしい」との言動が意欲の低下を示すもので
あるとは言えない。入居者のほとんどが、できることはな
るべく自分でやりたいと感じていることからも、車いすの
自操意欲はあっても「車いすを押してほしい」と職員に言
う入居者の背景を十分に理解する必要がある。
車いすを自操できる入居者から「車いすを押してほし
い」と言われた時、「できるから自分でやってください」と
の返答だけではなく、その言動の背景にある寂しさや無理
をしなくてもいいと感じられない状況、疲労感などにも配
慮した対応が求められる。また、自立支援の観点から利用
者に残存機能の活用を促すのであれば、その動作を入居者
自身が肯定的に捉えられるような声掛けも重要となる。
このような支援をすることで、沖中（2006）のいう、できな
い自分を思い知らされて自己無力感を生むという負の連鎖
を防ぐことができると考える。
今回、車いすを自操する中で「車いすを押してほしいと
思うことがあるか」に着目して研究を進めた。車いすの
自操は残存機能を活用した日常生活のほんの一部ではある
が、要介護状態であっても残存機能を活用して日常生活を
営んでいる入居者の思いを知る一端ではあると考える。
結論
本研究では、特養入居者の残存機能の活用として、車い
すの自操に焦点をあてて、「車いすを押してほしいと思うこ
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と」や車いすの自操の認識等の調査を行った。
対象者全員が出来ることは自分で行いたいと思ってお
り、自操することは重要であると認識していた。そして、
車いすを押してほしいと思うことには、ケアプランの理解、
誰かにそばにいてほしい、無理をしないでいられる、自操
の出来具合（よくできると感じる）疲労が影響していた。
残存機能を活用した生活支援を実践するためには、ケア
プランの十分な説明や日常生活の中で感じる寂しさや安心
感、自操の出来具合の自己認識、疲労への配慮が必要であ
ることが示唆された。
また、できることはなるべく自分でやりたいと思ってい
ても、寂しさを感じていたり、無理をしないでいられると
感じられない状況から、「車いすを押してほしい」との言動
につながっている。そのため、寂しさの解消や無理をしな
くてもいいと感じられるような支援が自立支援とともに重
要である。
しかし、本研究は生活支援の中でも車いすの自操といっ
た限られたことを対象としたため、今後は生活支援全般に
ついても研究を進める必要がある。また入居者の様々な思
いと残存機能の活用状況についての分析等も必要である。
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Thought about the Wheelchair Operation of the Special Nursing Home Residents
Kiyomi YAMASHITA
School of Social Welfare, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus),   
2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
Abstract : The aims of this study were to survey the thought about the operation of wheelchair in elderly people.  The 
subjects were 49 residents (17 males and 32 females; average age of 83.8 years) at special nursing homes.  They hadn’t 
dementia. Although some people had a mild cognitive impairment, they could speak almost freely.  The questionnaire 
survey to the subjects showed that their desire to be pushede the wheelchair was changed dependent on the apprehension 
of care-planning, presence of somebody near him/her, ability of wheelchair operation, fatigue, etc.  The subjects who 
wanted someone to support the wheelchair operation tended to express comparatively higher dependence on the stuffs. 
The present results suggest that not only explanation of care-planning but also understanding the emotional change, 
ability of wheelchair operation, level of fatigue are important to effectively work the support system for the elderly 
people.
（Reprint request should be sent to Kiyomi Yamashita）
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